2014年11月5日

(公社)日本パブリックリレーションズ協会
顕　　彰　　委　　員　　会

会員の皆さまにおかれましてはご清栄のこととお喜び申し上げます。
恒例の「日本ＰＲ大賞 パーソン・オブ・ザ・イヤー」「日本ＰＲ大賞 シチズン・オブ・ザ・イヤー」受賞候補者のご投票及び候補者以外のご推薦をお願い申し上げます。

つきましては、別紙にご記入の上、ＦＡＸ・メールにてご回答いただければ幸いです。

なお、パーソン及びシチズンの候補者（別紙）は、9月のプロジェクトチームの予備選考を経て、9月～10月にかけて開催された顕彰委員会で絞り込んだ方々です。

記

＜投票要領＞

1．記入方法 ： 別紙「推薦理由」をご一読いただき、「日本ＰＲ大賞 パーソン・オブ・ザ・イヤー」は話題性や好感度、発想の斬新さなどの観点から、経済活動、文化・スポーツ、社会、教育などの分野で、今年、情報発信など広報・ＰＲの観点から「広報・ＰＲに貢献した」人物を、「日本ＰＲ大賞 シチズン・オブ・ザ・イヤー」は長年にわたり、一般にはあまり知られていないが、企業や市井で独創的な広報・ＰＲ活動を実践し、広く社会や地域或いは団体の発展に寄与し奨励に値する成果を収めた人またはグループ（ＮＰＯを含む）を選び、最左欄に1位から3位の順位を記入してください。

2.  締 切 日 ： 2014年11月18日（火）
※　受賞者は、お送りいただいた会員投票をもとに顕彰委員会で審査し、決定いたします。

 (公社)日本パブリックリレーションズ協会　行

2014年度「日本ＰＲ大賞 パーソン・オブ・ザ・イヤー」会員投票用紙
※　以下10名から、受賞にふさわしい方1位～3位の順位を記入してご投票ください。

※　以下の受賞候補者以外にどなたか推薦する方がいらっしゃいましたらお名前と推薦理由を書いて

　　 ご返信ください。
締 切 日 ： 2014年11月18日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏名50音順・敬称略）

	順位
	受 賞 候 補 者
	推　　薦　　理　　由

	位
	泉谷直木
	アサヒグループホールディングス㈱
代表取締役社長兼ＣＥＯ
	広報課長、広報部長と、長年広報畑を歩み、CI導入では中心的な役割を果たした。2010年に社長に就任すると、持株会社への移行、海外進出の強化、M&Aなど、積極的な経営を推進。昨年、経済広報センターの「企業広報経営者賞」を受賞。今年発売された『広報が会社を強くする』では、「広報に異動したらチャンスだと思え」「広報は会社にとって極めて重要な部署」「広報マインドがなかったら社長は勤まらない」など、広報の要諦を語っている。

	位
	稲盛和夫
	京セラ・第二電電（現ＫＤＤＩ）創業者・
日本航空名誉会長
	京セラや第二電電（現・KDDI）を創業し、2010年2月から経営破綻に陥った日本航空の会長を無給で務め、見事に建て直すことに成功。このとき、役員や社員とのコミュニケーションに努め、コンパなどで一杯飲むと、3回に1回は軍歌を歌ったという。「しっかりせんか」と社員の士気を鼓舞するためだった。「アメーバ経営」と呼ばれる独特の経営管理手法と強力なリーダーシップは内外から高く評価され、新刊の自著「生き方」はベストセラーになっている。

	位
	小澤征爾
	指揮者
	2003年から2009−2010年のシーズンまでウィーン国立歌劇場の音楽監督を務めた。1989年、恩師の齋藤秀雄の没後10年をしのび、小澤をはじめ世界中から門下生が集まって齋藤記念メモリアルコンサート（後のサイトウキネンオーケストラ）を開催。1992年から毎年、長野県松本市で、主に小澤の指揮で開催され、2015年から音楽祭の名称を「セイジオザワ松本フェスティバル」に変更し、小澤は総監督として続投する。

	位
	小野二郎
	すし職人　「すきやばし次郎」店主
	1925生まれ、静岡県天竜市出身の鮨職人。「すきやばし次郎」はミシュランの3つ星を7年連続で獲得。氏自身もギネスブックにミシュラン3つ星最高齢料理人として認定されている。氏の職人としてのストイックな姿勢、そこから生み出されるシンプルかつ奥行きのある鮨の世界は各界で絶賛されており、ハリウッドのドキュメンタリー映画にもなった。2014年、オバマ大統領訪日時には、安倍首相との非公式夕食会にて、食を通じた日本外交の舞台を提供した。

	位
	金子兜太
	俳人・現代俳句協会名誉会長・
日本芸術院会員・文化功労者
	1919年生まれの95歳。今なお俳句界のみならず文学者として活躍中。現代俳句協会名誉会長、俳句誌「海程」主宰、朝日俳壇選者やカルチャーセンター講師、各俳句コンクールの審査員、特に伊藤園「お～いお茶新俳句大賞」の審査など長年に亘り務め、俳句の大衆化に大きく貢献。更に俳句を通じ平和、人生を問い続け、多くの著書を納めまた新聞、雑誌、ＴＶに登場。日本の精神文化に大きな影響を与えている。

	位
	唐池恒二
	九州旅客鉄道（ＪＲ九州）

代表取締役会長
	思い切った経営戦略をもとに事業のスクラップ＆ビルドを進め、同社の収益を改善した。特徴ある観光列車や豪華列車「ななつ星 in 九州」を投入、鉄道の新しい魅力を創造するなど鉄道を活かしつつ地域とも密接に連携を進め、九州の魅力を積極的に発信している。また、国内のみならず東アジアからの地の利を生かし、海外からの観光客誘致にも取り組んでおり、九州全体の活性化に大きく貢献した。

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	位
	立川談春
	落語立川流所属の落語家
	「世界に誇る話芸、落語は、他のエンターテイメントに絶対負けない」をモットーに、独演会を自らプロデュ－ス。長年、全国の大規模ホールを巡回し、落語の大衆化と落語の素晴らしさの伝承に努めている。今では、2500名の会場を満杯にするなど、最もチケットが入手できない落語家として、エンターテイメントとしての落語界のリーダー。

	位
	福原義春
	㈱資生堂　名誉会長・
公益社団法人企業メセナ協議会 前会長
	福原氏は資生堂の企業経営者として極めて高名であるが、同時に文化人としても名高い。東京都写真美術館館長など数々の要職を務めてこられたが、なかでも企業メセナ協議会会長として企業の文化支援活動活性化のリーダーシップを取ってこられた功績は大きい。協議会はバブル崩壊直前の1990年に設立、福原氏はその後の不況期の中にあっても企業のCSRをも体現するメセナ運動を日本の企業社会に定着させてきた。氏は創立以来25年間の会長職を本年退任された。

	位
	吉永小百合
	女優
	女優として常に第一線で活躍し、この度の映画「ふしぎな岬の物語」では、主演はもとより50余年の映画人生で、初めてのプロデュースを手掛けた。第38回モントリオール世界映画祭では審査員特別賞グランプリとエキュメニカル審査員賞をＷ受賞し、現地での流暢なフランス語で行なったスピーチが話題となる。日本でのロードショーは同時期公開の興業成績で首位を記録するなど話題性は高い。

	位
	若田光一
	宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）
有人宇宙ミッション本部

宇宙飛行士運用技術部　宇宙飛行士
	ＪＡＸＡ宇宙航空研究開発機構に所属する宇宙飛行士。アメリカのスペースシャトルやロシアのソユーズに搭乗して4回の宇宙飛行ミッションに従事し、通算347日と日本人の最長宇宙滞在記録を保持している。2014年の長期宇宙滞在では日本人初のＩＳＳ司令官の責を果たした。ＪＡＸＡ主催のトークイベントでは地震の経験をもとに個の切磋琢磨とチームの和、コミュニケーションの大切さを子供たちに説いている。


【追加推薦】
	氏　名
	所　属
	推　薦　理　由

	
	
	

	
	
	

	
	
	


ＦＡＸ　（公社）日本パブリックリレーションズ協会

０３－５４１３-２１４７

	ご 氏　名　

	貴 社 名　　


(公社)日本パブリックリレーションズ協会　行

2014年度「日本ＰＲ大賞 シチズン・オブ・ザ・イヤー」推薦用紙
※　以下7名から、受賞にふさわしい方1位～3位の順位を記入してご投票ください。

※ 以下の受賞候補者以外にどなたか推薦する方がいらっしゃいましたらお名前と推薦理由を書いて

　　ご返信ください。なお、協会会員及び協会会員とビジネス関係にある個人・グループは対象外とします。
締 切 日 ： 2014年11月18日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

	順位
	受 賞 候 補 者
	推　薦　理　由

	位
	鳥塚　 亮
	いすみ鉄道㈱　代表取締役社長
	万年赤字で廃業寸前だった鉄道会社を救った社長。2009年の社長公募で123名の中から選ばれた。以来、訓練費用自己負担運転士の採用、「ムーミン列車」「伊勢海老特急」「お刺身列車」などの運行、「枕木オーナー制度」「車両オーナー制度」「車両サポーター制度」の導入、そして「房総のけむり饅頭」「い鉄揚げ」などの商品を次々に投入。ユニークなPR戦略で同鉄道の廃業を救うとともに、黒字化を達成。町おこしにも貢献している。

	位
	村田吉弘
	日本料理の料理人・

和食料亭「菊乃井」三代目主人
	京都の老舗料亭「菊の井」の三代目主人でＮＰＯ法人日本料理アカデミー理事長。「日本料理を正しく世界に発信する」、「公利のために料理を作る」を標榜し、和食の世界文化遺産登録に貢献した。和食とフランス料理とのコラボレーションや東京への進出、学童の食育などに意欲的に取り組んでいる。和食界を代表する一人であり「現代の名工」として厚労省大臣表彰を受けたほか、京都府文化賞功労賞も受賞している。

	位
	プリズンコンサート（女性2人のユニット『Paix2(ぺぺ)』）
	女性歌手デュオ・受刑者のアイドル
	刑務所を回って受刑者に歌を届け、眠っている良心を呼び覚ます活動を行っている。2000年に「Paix2（ぺぺ）結成し、2002年から本格的にプリズンコンサートを開始｡これまでに300回を達成し、第3回作田明賞を受賞。2014年9月保護司を委嘱され、少年の立ち直りや受刑者の社会復帰を手助けするなど現場に密着した更なる活動が期待されている。

	位
	ユーキャン新語・流行語大賞
	新語・流行語大賞事務局
	1984年に「現代用語の基礎知識」を発行する自由国民社により開始され、今年で30周年を迎える。その年１年間に発生した言葉の中から世相を軽妙に映し、多くの人々の話題に上った新語・流行語を選び、その言葉に関わった人物、団体を表彰する。2003年からは株式会社ユーキャンと提携し、毎年、その年を反映する一つの指標として注目されている。

	位
	NPO法人冨岡製紙場を愛する会
	NPO法人冨岡製紙場を愛する会
事務局
	維新後5年にして開業した当時のこの最先端の官営工場を譲り受けた片倉工業は、1987年の操業停止後も｢売らない、貸さない、壊さない」の3原則で維持管理に当たってきた。その翌年に発足したこの｢愛する会｣は、数人の学習会からスタートし、製糸場が歴史的文化的に極めて優れた産業遺産であることを学び普及を続けてきた。これらの方々の熱意が実り、本年6月には世界遺産に登録され、10月 には｢国宝｣指定が答申されている。

	位
	本多  諭
	青果卸、㈱大治　代表取締役社長
	13年前、最大の消費地である東京にこそ、真の地産地消が重要だと、練馬の農家を一軒ずつ訪ね「我々市場の人間とコラボしませんか？」と呼びかけたのを始めに、徐々に23区句の農家を説得、朝取れたものをその日にスーパーに並ぶ新鮮さと本多さんの真摯な努力で”東京野菜“が誕生。今では、32の農家が参加する、顔が見える高品質なブランドとして都民の高い評価を得ている。

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	位
	山野千枝
	大阪産業創造館チーフプロデューサー・
広報プロモーション担当フェロー・

ビープラッツ・プレス編集長
	中小企業支援を行なう中で、情報発信の重要性を認識し、広報活動を軸にした企業支援を展開。日本一オモロイ行政情報誌「ビー・プラッツ」の創刊や「ゲンバ男子」など、「ヤワラカ頭」でのユニークな広報戦略はメディアにも取り上げられ、人材獲得などに成果をあげている。また、大学での講義や新聞の連載などを通じ、中小企業が抱える課題を広く発信。行政や地域の枠を超えた、日本の中小企業の「広報支援」活動を高く評価する。


【追加推薦】
	氏　名
団体名
	所　属
	推　薦　理　由

	
	
	

	
	
	

	
	
	


ＦＡＸ　（公社）日本パブリックリレーションズ協会

０３－５４１３-２１４７

	ご 氏　名　

	貴 社 名　　


2014年度　日本ＰＲ大賞


「パーソン・オブ・ザ・イヤー」「シチズン・オブ・ザ・イヤー」


会員投票及び推薦のお願い








